
学校番号 ３０６ 

令和５年度 国語科 

 

教科 国語 科目 現代文Ｂ 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 精選 現代文Ｂ 新訂版（大修館書店） 

副教材等 

「新訂 国語図説 五訂版」（京都書房）、「大学入試に出た 核心漢字 2500＋語彙

1000」（尚文出版）、「プログレス現代文総演習発展編」（いいずな書店）、「現

代文単語ノート 改訂版」（文英堂） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・３年次は既習の知識や考え方を発展させ、応用力を身につけることを目標とします。 

・さまざまな文章に触れ、読解力を向上させてください。評論文では筆者の主張を論理的に読み取り、

小説教材では登場人物の心情理解に努めましょう。 

・教員の模範解答を待つだけの受け身の姿勢ではなく、常に自分が当てられているつもりで考え、能

動的・主体的な姿勢で授業に臨んでください。 

・３年次は語彙力の完成期にあります。副読本を使って１・２年次に習得した語彙を確認するととも

に、問題演習を通じてその定着を図ってください。 

２ 学習の到達目標 

・言葉を的確に理解し、それに対して自分自身の考えや意見を持つ。 

・自分自身の考えや意見を表現するための表現力を身につける。 

・思考力を伸ばし、心情を豊かにし、言語感覚を磨く。 

・文章を楽しみながら味わい、言語文化への興味・関心をはぐくむ。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・

態度 
b:話す、聞く能力 c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

言葉で互いの考

えを伝え合い理

解しあう力を高

めるとともに、

言語文化に対す

る関心を深め、

国語を尊重して

その向上を図ろ

うとする。 

目的や場に応じて

効果的に話し的確

に聞き取ったり、話

し合ったりして、自

分の考えをまとめ、

深めている。 

相手や目的、意図

に応じた適切な表

現による文章を書

き、自分の考えを

まとめ、深めてい

る。 

近代以降の文章

を的確に読み取

ったり、目的に

応じて、幅広く

読んだりして、

自分の考えを深

め、発展させて

いる。 

伝統的な言語文

化及び言葉の特

徴やきまり、漢

字などについて

理解し、知識を

身につけてい

る。また、慣用

句や言い回しの

裏にあるニュア

ンスを感じ取ろ

うとしている。 

評
価
方
法 

・学習活動への

参加姿勢や態度 

・ノート、プリン

ト、ワークシー

ト 

・学習活動における

発言内容や態度 

・ノート、プリント、

ワークシート 

・定期考査 

・レポート・感想

文などの作成した

文章 

・ノート、プリン

ト、ワークシート 

・定期考査 

・学習活動にお

ける発言内容 

・ノート、プリン

ト、ワークシー

ト 

・定期考査 

・学習活動にお

ける発言内容 

・ノート、プリ

ント、ワークシ

ート 

・定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

４ 学習の活動 

学 

期 

 

単元名 

 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c ｄ e 

１ 評
論 

「生命情報・社会情報・

機械情報」  

       西垣 通 

 

○  ○ ○ ○ a:筆者の問題意識を正確

に把握し、現代の情報化

社会に対する自覚的な態

度を養う。ｃ:意見や考え

を論理的にまとめ、表現

できる。d:文章中のキー

ワードの意味を正しく把

握し、文章に対する自分

の考えを持つ。e: 言葉の

意味やニュアンスを正し

く理解している。 

a:授業への

参加姿勢 

c:課題提出 

d・e:小テス

ト、定期考

査 

評
論 

  

「『贈り物』としての 

ノブレス・オブリージュ」 

       内田 樹 

○ ○  ○ ○ a: 「ﾉﾌﾞﾚｽ･ｵﾌﾞﾘｰｼﾞｭ」と

いう言葉の本来の意味

と、筆者の考えを的確に

とらえようとしている。

b:本文の示す意見に対し

て自分の意見や考えを持

ち、表現できる。d:筆者の

考えをもとに、自分自身

の問題としてとらえなお

し、自己を見直す。e: 言

葉の意味やニュアンスを

正しく理解している。 

a：授業への

参加姿勢 

b：行動の観

察及び記述

の点検 

d・e：小テス

ト 、定期考

査 

１ 評
論 

「政治を支える心構え」 

       苅部 直 

○  ○ ○ ○ a：文章の構成や展開を的

確にとらえ、政治を支え

る心構えについて考えな

がら、将来の社会を担う

人間としての自覚を持

つ。ｃ:意見や考えを論理

的にまとめ、表現できる。

d:文章の論理を的確に読

み取ることができる。e:

文章の構成や展開を正し

く理解している。 

 

a：授業への

参加姿勢 

c：課題提出 

d・e：小テス

ト 、定期考

査 



１ 評
論 

「『である』ことと『する』こ

と」      丸山 真男 

○   ○ ○ a:文章を的確に読み取

り、自己と現代社会とを

客観的にとらえなおす態

度が持てる。d:文章の論

理展開を読み取り、現代

の問題点を検討できる。

e: 言葉の意味やニュア

ンスを正しく理解して使

用している。 

a:授業への

参加姿勢 

d・e:小テス

ト、定期考

査 

２ 評
論 

「生物多様性の恩恵」 

      鷲谷いづみ 

 

 

○ ○  ○ 〇 a 生物や自然から受けて

いる恩恵と人間の技術と

の関わりを理解しようと

している。b:文章の展開

や要旨をとらえたりする

ことができる。d:現代社

会における問題について

自分自身の考えを持て

る。e:語句の意味や用法

を理解している。 

a:授業への

参加姿勢 

b:行動の観

察及び記述

の点検、 

d・e:小テス

ト、定期考

査 

 

小
説 

「赤い繭」  

        安部公房 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ○  ○ ○ a:描かれた人物、情景、心

情などを表現に即して読

み取っている。b:文章の構

成、登場人物の心理の変

化、主題を理解できる。 

d:独特な文体、修辞法を読

み取り、特に反リアリズム

小説の面白さを味わう。 

e:文章の形態や文体の違

いによる特色について理

解している。 

a:授業への

参加姿勢 

b:行動の観

察及び記述

の点検。 

d・e:小テス

ト、定期考

査 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評
論 

「地球システムの中の人

間」      竹内 啓 

○  ○ ○ ○ a：生態系のとらえ方につ

いて理解し、世界観、自然

観などについて考えを深

める。c:提示された意見に

対して自分の意見や考え

をまとめて表現する。 

d：文章の構成や、段落相

互の関係を読み取りなが

ら、筆者の主張や内容をと

らえる。e：言葉の意味や

ニュアンスを正しく理解

している。 

a：授業への

参加姿勢 

c：課題提出 

d・e：小テス

ト、定期考

査 



２ 小
説 

「檸檬」 

       梶井基次郎 

○ ○  ○ ○ a：詩的感受性・幻想性を

とらえ、心理のドラマを通

して美的真実について、考

えを深める。b:檸檬の描

写、内的感覚をとらえ、表

現を読み味わう。d：登場

人物の人物像、心情の推移

を的確に把握する。e：言

葉の意味やニュアンスを

正しく理解している。 

a：授業への

参加姿勢 

b:行動の観

察及び記述

の点検。 

d・e：小テス

ト、定期考

査 

３ 評
論 

「無常ということ」 

       小林秀雄 

○ ○  ○ ○ a：歴史や古典に言及した

筆者の態度を検討し、現代

人批判について考える態

度を持つ。b:提示された意

見に対して自分の意見や

考えをまとめて表現する。 

d：文章の構成や、段落相

互の関係を読み取れる。 

e：言葉の意味やニュアン

スを正しく理解している。 

a：授業への

参加姿勢 

b:行動の観

察及び記述

の点検。 

d・e：小テス

ト 

短
歌
・俳
句 

「短歌十三首 

・俳句十五句」 

○  ○ ○  a：短歌・俳句の独特の表

現に関心を持って鑑賞す

る態度を持つ。ｃ:歌人や

俳人の特色をとらえて鑑

賞文を書く。d：歌人や俳

人の描いている情景を読

み取る方法を身につける。 

a：授業への

参加姿勢 

c：課題提出 

d：小テスト 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す、聞く能力   c：書く能力 

ｄ:読む能力       e:知識・理解 

 ※ 年間指導計画作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 


